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（小特集①）
琵琶湖を中心とした農業農村整備の実施と将来展望

鵜沢　和弘・竹山　　徹

　令和 4年度，農業と漁業の複合的な営みにより 1,000 年以
上にわたって受け継がれてきた「琵琶湖システム」が世界農業
遺産に認定された。滋賀県は，古くから琵琶湖と関わりながら
農業が営まれ，文化・景観・生物多様性が育まれてきており，
琵琶湖は本県の地理的・社会的基盤となっている。この琵琶湖
を対象に昭和40年代より開始された琵琶湖総合開発事業は，
滋賀県特有の農業水利システムを確立するなど，本県の農業生
産性向上に大きく貢献した。一方，琵琶湖の水質悪化と生態系
保全が課題となる中，本県は環境配慮型の農業農村整備を展開
していく。本報では，琵琶湖総合開発から現在までの農業農村
整備の推移と現状の課題・将来展望を考察するものである。

（水土の知94-7，pp.3～8，2026）
琵琶湖総合開発，琵琶湖揚水，アセットマネジメント，
魚のゆりかご水田，大区画化

（小特集②）
京都府における農村活性化施策の変遷と展望

齊藤　翔平

　京都府はこれまで「命の里」事業や農村型小規模多機能自治
推進事業を通じ，地域連携組織の形成や外部人材の活用を進め
てきたが，担い手減少や自治疲弊など新たな課題も顕在化した。
こうした状況を踏まえ，令和5年度からは共同活動の省力化・
再編を図る「農村地域再構築推進事業（むらの減築）」や，複
数集落が連携して地域運営と産業振興を担う新たな仕組みづく
りを支援する「農村型地域運営組織（農村RMO）形成支援事業」
などを包括する「京のむらづくり推進事業」を開始した。住民
主体の地域再構築と持続可能な運営体制の確立を目指している。

（水土の知94-7，pp.9～12，2026）
農村振興，農山漁村集落，京のむらづくり，農村RMO，
むらの減築

（小特集③）
来るべき未来に向けた大阪の農業農村整備の展開

田中　好輝

　農業を取り巻く環境は，人口減少，気候変動，食への意識変
化，技術革新など，大きく変化している。大阪府として，来る
べき未来を見据え，大阪農業の発展と府民の安全・安心の確保
のための農業農村整備について，現状と課題を踏まえた今後の
方針について紹介する。

（水土の知94-7，pp.13～16，2026）
農空間，大阪・関西万博，大阪府ため池防災・減災，都
市近郊農業，公益的機能

（小特集④）
地域の手で次世代のために水の恵みを活かす 

―兵庫県・東条川疏水―

佐藤　彰浩・田内憲一朗・土居　憲明・青山　若那

　東条川疏水は，鴨川ダムや昭和池を主水源とする約108 km
の広大な水路網で，酒米として有名な山田錦の主要産地を支え
るとともに，生活用水としても利用されるなど地域の暮らしと
農業を支える大切な財産である。施設の維持管理やその歴史的
価値の継承が課題となる中，地域住民，行政，土地改良区，大
学が連携し，東条川疏水を軸とした「東条川疏水ネットワーク
博物館構想」が策定され，地域の手で次世代のために水の恵み
を活かす活動が展開されている。本報では東条川疏水ネット
ワーク博物館の活動のうち，特に学校教育との連携による疏水
学習の成果を整理するとともに，東条川疏水を軸とする地域活
性化に向けた今後の展望について報告する。

（水土の知94-7，pp.17～20，2026）
疏水，社会科地域学習，産学官民連携，地域活性化，デ
ジタル学習材

（小特集⑤）
奈良県の農業農村整備の現在と将来に向けた取組み

木下　大輔

　本県の農業農村整備事業は，県の農業施策の基本計画となる
「奈良県豊かな食と農の振興計画」第2期計画の施策方向であ
る「持続可能な農業振興」のうち「農業・農村の持続化」にお
いて主たる役割を担い，その中で3本の柱に基づき，施策を展
開している。具体的な事例として，①本県独自の「特定農業振
興ゾーン」の概要と，平野部および中山間地域の代表事例，②
主要産地の概要と，五條吉野地区におけるスマート農業の取組
み事例，③本県の流域治水プロジェクトにおける農業農村整備
事業が果たすべき役割と，ため池の治水利用の取組み事例，の
3点について紹介するとともに，これらの施策体系と取組みを
踏まえた将来展望について述べる。

（水土の知94-7，pp.21～24，2026）
農業農村整備事業，生産基盤の整備，農村の振興，農業・
農村の強化，流域治水

（小特集⑥）
和歌山県日高地域における 

持続可能な農業農村の構築に向けた取組み

中西　一宏

　和歌山県の中央に位置する日高地域では，昭和30年代後半
より畑地かんがい事業，畑地帯総合整備事業を，昭和50年以
降には，農地造成事業を実施してきた。現在，これらの事業で
整備した優良農地でウメ，スターチス，ウスイエンドウをはじ
め多種多様な作物が栽培されている。これらの事業の効果を，
令和7年 11月に公表された年齢別基幹的農業従事者数の減少
率，および65歳以上の高齢者の割合から確認した。さらに，
近年の地域農業における農業従事者数の推移等を把握したうえ
で，地域における農業農村整備事業と農業に関する新たな取組
みを紹介する。� （水土の知94-7，pp.25～28，2026）

農業農村整備事業，圃場整備，担い手不足，年齢別基幹
的農業従事者数，和歌山県総合計画



（行政の窓）
農業用パイプライン事故の特徴と農業水利施設の 
機能保全の手引き（工種別パイプライン）の改定

寺田　憲治・保志　直弥・由谷　倫也

　全国の農業水利施設における事故のうち，パイプラインにお
けるものが71％を占めており，年々増加傾向にあることから，
パイプライン事故を未然に防ぐ必要性が高まっている。また，
パイプラインは，その多くが地中埋設構造物であり開水路のよ
うに容易に状態を確認できないこと，さまざまな管種や管形状
が異なる環境で使用されているため性能低下の要因やプロセス
が多様であること，コンクリート構造物のように劣化曲線を用
いた性能管理が難しいこと等，機能診断等を行う上での課題が
ある。これらの課題に対応する目的で，農業水利施設の機能保
全の手引き（工種別パイプライン）の改定を行った。本報では，
改定の背景およびポイントについて解説する。

（水土の知94-7，pp.29～32，2026）
農業水利施設の機能保全の手引き，パイプライン，事故，
ストックマネジメント，リスク・コミュニケーション

（技術リポート：北海道支部）
圃場整備設計の三次元土工モデル試行とデータ形式の検討

平野　良治・湯村　　輔

　本報は，圃場整備設計における三次元土工モデルを試行的に
作成し，設計検討および関係者協議に活用した事例を示したも
のである。UAV写真測量およびレーザ測量により取得した点
群データをもとに地形サーフェスモデルを構築し，これに計画
田面高，用排水路および農道等の設計情報を統合した三次元モ
デルを作成した。その結果，設計内容の可視化による理解度の
向上，計画変更時における検討内容の効率化，ひいては施工段
階へのデータ連携の有効性が確認された。さらに，
J-LandXMLおよび IFCそれぞれの特徴を整理した上で，デー
タ互換性や属性情報の課題をふまえた三次元データ活用の方向
性について考察した。

（水土の知94-7，pp.34～35，2026）
三次元土工モデル，圃場整備設計，UAV測量，点群デー
タ／地形サーフェスモデル，三次元データ活用

（技術リポート：東北支部）
象潟前川地区ほ場整備事業における景観保全の取組み

佐藤　誠樹・近藤　広貴

　天然記念物「象潟（九十九島）」を有する秋田県象潟前川地
区では，農業の衰退とそれに伴う景観の荒廃が課題となってい
るため，生産性向上と景観保全の両立を目指し，「景観保全型
ほ場整備」として農地中間管理機構関連農地整備事業に着手し
ている。事業計画では，まず地域のグランドデザインを策定し，
これを基本に地区を水田エリアや高収益作物エリア等にゾーニ
ングし，九十九島は現状どおりの形状で保全しながら大区画化
を進める計画としている。本報では，島の維持管理等のため，
すべての島に農道や畦畔等が接続する区画割りとし，生態系や
観光資源としての活用にも配慮した取組みについて報告する。

（水土の知94-7，pp.36～37，2026）
天然記念物，象潟（九十九島），景観保全，あきた型ほ
場整備，農地中間管理機構関連農地整備事業

（技術リポート：関東支部）
作業時間が制約される落差工工事における補修工法の選定

森　淳之介・近藤　直樹・沼尾　一徳

　三方原用水は，昭和 35年から 45年にかけて造成された施
設であり，施設の老朽化および耐震機能に懸念があることから，
施設の更新を行うべく，平成27年度から更新事業（三方原用
水二期農業水利事業）を進めているところである。当地区の幹
線水路は，農業，工業，上水からなる三者共同施設であり，水
路内の工事に当たっては，農業や工業，地域住民の生活等への
影響を最小限にするため，農業用水の非灌漑期における週1日
の断水日を設けて工事を実施しているところである。本報では，
作業時間が制約される当地区の幹線水路における，落差工の補
修工法の選定および超速硬コンクリートを使用した施工につい
て紹介する。

（水土の知94-7，pp.38～39，2026）
三方原用水，断水，落差工，秋葉取水口，超速硬コンクリー
ト

（技術リポート：京都支部）
暗渠排水施工圃場における排水不良原因の調査

中巻　成世・大﨑　　崇・定司　利仁・竹山　健志

　暗渠排水は，圃場の水管理を容易にし，農作業の環境を改善
することを目的として整備される。国営農地再編整備事業「水
橋地区」では，水稲栽培が大半を占める本地区において，汎用
田における高収益作物の作付面積の拡大を目的として，排水不
良の改善のために区画整理後に暗渠排水の整備を行っている。
しかし，令和5，6年度の工事範囲において，暗渠排水を設置
したにもかかわらず排水不良とみられる箇所が散見され，トラ
クタのはまり込みや農作物の生育不良が発生した。本報では，
このような事態に対して排水不良の原因を明らかにするととも
に，その対策についての考察と対応状況について報告する。

（水土の知94-7，pp.40～41，2026）
暗渠排水，排水不良，補助暗渠，心土破壊，土質調査

（技術リポート：中国四国支部）
精査積算方式における二重締切り工の計画と施工

北川　淳一・田中　正悟

　本報で紹介する工事は，道前平野農地整備事業において北条
地区の湛水被害解消のために機場本体工（基礎工，吸込み水槽，
吐出し水槽）とこれに接続する排水樋門を3カ年で施工するも
のであり，二重締切り工は，施工のために必要な仮設工に関わ
る設計と工事施工を一括して実施する精査積算方式の試行工事
であった。特別高圧電路および工業用水管に近接した施工など
の現場条件，工程が制限されるなどの厳しい施工条件のなか，
当初計画で採用できないものとされていた油圧圧入機による施
工を，安全で効率的かつ合理的な仮設計画を策定することで実
現した事例について紹介する。

（水土の知94-7，pp.42～43，2026）
二重締切り工，特別高圧電路，工業用水管，工程制限，
精査積算方式



（技術リポート：九州沖縄支部）
工事施工後の排水不良圃場における排水対策

髙橋　　亮

　大分県佐伯市の農地で，地下水位制御システム（FOEAS）
施工後に一部の圃場で排水不良が生じ，枝豆や大豆の生育不良
が確認された。調査の結果，表土から約 20 cmと約 40 cmの
深さに2層の耕盤層（グライ層）が形成され，水の浸透が妨げ
られていることが判明した。そこで，石礫の混入を避けつつ耕
盤層を破砕できるカットブレーカーを用いて対策を施したとこ
ろ，排水性が改善され作物の収量は大幅に増加した。今後は，
FOEASとカットブレーカーの併用による排水対策が同様の排
水不良圃場の改善に有効であると期待される。

（水土の知94-7，pp.44～45，2026）
排水不良，FOEAS，弾丸暗渠，カットブレーカー，耕
盤層（グライ層）
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